
Ⅰ　問題の所在
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中国共産党の行政担当機構
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I 問題の所在

現代国家は行政機能が顕著に増大する傾向にあ

る。政権党は全社会的な指導権を確立するために

必ず行政機関を支配しなけれはならない。中国で

もその憲法において．社会全体に対する中国共産

党（以 l‘▲,「1|llt1と略す）の指導か川家制IQU)！ょ

本原則てあるということを明記している，，それを

実現するためには．中共は組織的・人'li的日功を

通じて行政機閃を支配しなければならない。 1t丈

t，中共は党内に多くの事務機構を設置し国家の

行政管理活動に直接介人している。これら党の事

務機構は中国では，「党与政府対口設部」011)とい

われる。この機構の意味については後述するか，

以下，この機構かh政的役割を担‘りするというこ

とから「党の行政担当機構」と称する，

中1_LIの政党組織と行政機関の関係は、中共U)fi 

政担当機構という組織の存在によってきわめて特

殊なものとなっている。この行政担当機構に対す

る評価は，政治的な立場によって大きく異なる。

たとえば，中）打l身は「直接指導」を強調すると

きには，そU)役割を評価するのであるか，逆に

「間接指サ」を怖，J甜jするときには． 191l機構U)|Hl粕

点を批判する。また．西側の議会制民主主義の立

場から見るならば，中共の行政担当機構は中共の

r一党独裁」の産物ということになる。ここで中

共の行政担当機構を見る場合の若干の視点を提示

したし％

第 1の視点は歴史的視点である。アヘン戦fftか

ら中華人民共fll|r:」の建lrilまで，中国人民は絶えす

外患と内乱に苦しめられてきた。中共は長期に及

ぶ武装闘争を経て人民共和国を樹立い中国に統

と平和をもたらした。そして中共か政府を構成

したこともあって，中共は政府よりはるかに大き

な権威を享受するに全った。国共内戦の忍速な終

結によって中共は新しい国家機構を準備するII、11:Ihl

的余裕がなかった。そのため，新国家の連‘慇にお

いて、中共は戦↑当II、'i(}）方法を採用し，木元成(})

国家機関に代わって行政上の職務を担門せざるを

えなかった。

こうした歴史的要因は中共の行政担当機構の設

立の一因てはあっても．すべての原因であるわけ

ではない。すなわち．建国初期は党が行政竹理に

参加せざるをえなかったとしても．国家機関(})発

展に伴い，行政＇ド務を令国的に政府行政機 lll:lにir

せるという選択肢も存在したはずである。しかし、

中共によるソ連モデルの選択はこうした可能性を

否定し、中共の行政担当機構の存続を決定的にし

たのである、建1£1％時，スターリンのソ沖は1It弄

の社会主義勢｝］にとって絶対的な存在であり，そ

のさまざまな制渡や政策や計画すなわちソ連モテ
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ルは中国にとって唯一の手本であった。それに加

えて，第2次大戦後の冷戦構造が中国をソ連に著

しく傾斜させるに全り，中共はソ連モデルを選訳

せざるをえない状況に追い込まれていた。このソ

連モテルにおいては，共産党指導部か権力の中心，

政府は共産党の執行機構であり，議会は実権を持

たないのである（，つまり，行政機関に対する政府

の指導，監督はきわめて弱く，議会の指導と監督

は現実的には不可能である。しかし，このソ連モ

デルは「官僚1巾IL]化」を防くひとつの手段として

fi効なものてあり，ソ連は弥｝）にこれを推進して

きた。つまり， 1930年代から今日まてソ連は党の

行政担当機構を大々的に設立し行政機関をコント

ロールしてきたい12)。中共もまた，これを模倣し

ていったのてあるいi:l)0 

党の行政担当機構による政府行政機関の指導・

竹即が継続されてきた原因としては．歴史的痙l人l

以外のものもあると思われるすなわち，こうし

た指導・管理制度の存続は中国が発展途上国であ

ることに深く関係している。近代化の過程におい

て牛ずる念激な社会変動に付い， 1偕級間， 1年flM|iil

あるいは，伝統線））と革新勢｝Jの間に激しい対立

が頻発するということが，発展途．l：国の政治的特

徴であるもしそれらの闘争およひ衝突を一定範

間でコントロールしないと，政権は無力化してし

まう。その結果近代化建設か妨‘，じされるはかりて

なく，社会の安定と国民の日常生活までも影響さ

れなそれゆえに．第2次大戦後、多くの発展途

IJF.Iは政治・経済・社会のイ辺安応内乱および内

戦にさえ［直面した。ここで強調したいことは，中

国でも t述のような不安定要因が存在しないわけ

ではないということである。建[ii]以降，中共も農

業．手I業．行本t義工商業の社会主義改迅述動．

思想改造運動，大躍進運動および人民公社制度の

中 l上］共産党U)i 」•政 fl じり機構

樹立などを行なってきた。これらの運動について

は評価が必すしも一致していないが，いずれも政

治・経済・社会制度の徹底的変革によって社会令

体の利古関係の変革をH的としたも(})であった。

また中国は国土か広く，地方勢力が強いという伝

統があった。それにもかかわらず，中国は他の多

くの発展途上国に比へ，社会的な安i度が比較的

高かったと思われる。その原因のひとつは強力な

政党の存在てある。中央から地方まで党委員会ぱ

党の巾務機構，党グループなどを通して政府行政

機関を完令にコントロールし，さらに行政機関を

通じて社会全体に対する全面的かつ絶対的な指導

をけない，急進的な社会変革を実行しつつなおも

社会の安定をある程度糾持してきた(})てある。そ

の中て中共の行政担廿機構は，政府行政機関に対

する党の指導を強化することに貢献してきた。そ

の意味で，中共の行政担喝機構は中共にとって不

可欠(})ものであった(})である。

近年．党の行政担当機構に対する関心が高ま

り，石井明氏の―中国の外政機構の変遷 1949~ 

82年 1い11)などが発表されている。 ,,ij論文は最新

の公間行料を分析し，中共中央外'μil!‘li機構の糸II

織的解明に努めている。しかし，中共の行政担廿

機構全般にわたる研究はいまだに十分であるとぱ

いえない。本稿は，中共の行政機関に対する指導

制度という側面から，党の行政担‘'i機構について，

その基本的構図を解明しようとするものである。

すなわち，（l）党の行政担背機構の特徴，歴史，設

慣方法およびその糾織・人事構成の解明，（2）党の

行政担当機構の行政機関に対する指導およひ重要

な指導活動の分析，（3）政治民主化および行政効率

の向I-．に関連する行政担廿機構の問題点の抽出を

行なう。これらの作業を通じて中共の行政担当機

構の評価について議論をしたいと思う。

2l 



Ⅱ　機構の設置および組織・人事構成
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(ij..l) たとえば，趙紫陽「中国の特色をもつ社会オ→

義の道に沿って前進しよう」（『中国共産党第tご回全国

代表大会文献't.1 1. 1987年〕北サし 外文出版社 1988り）

13ベージ。

(it 2） 木村ll)l1.『現代ソ連叫KI家と政治』教fitl

1987年 147ページ。

（注 3) 陳野作・韓勁位ほか編 r安（文仏略』太原

lll西人民出版ti 1985:lJ-: llO, 121ヘーシc

（注 4) { I Jj:IIJJ'中川の外政機構d)変遷 194(J~8がl-

（毛弔利l（編 rn沢束時代の中国』 1！本国際問題研究所
1990年）第5屯

II 機構U)設置およぴ組織・人事構成

1. 中共の行政担当機構の性格

h政機関との関係から考察すれば，中華人民共

和国建国以降設立された数多く(})中共の事務機構

は以下の 3種類に分けられるほ］）。第 1しよ．行政

指科権を有しない党の事務機構であるつこの機構

は卜として党の『（伝・教育およひ研究をti|‘片する

機関であり，中国では一般に「党の事業部門J と

呼ばれている。中共中央に所属する中共中央党校，

人民日報社，条l旗雑誌社(iい），中共中央マルクス

・エンゲルス・レーニン・スターリン著作編ぶ屈，

中共中央党史研究室，中共中央党史資料徴集委員

会，中共中央文献研究室などがその例である。第

2は，党員U)拡允党の宣仏といった党務をj:11い

つつ，行政指蔚を行なう党U)＇＃務機構である。中

共中央組織部，中共中央統戦部およひ中共中央宣

伝部などはその例である。ごれらを←党務兼行政

担‘li機構」と呼ふ。第3には， 月定の政府行政機

関と対応して設立され，行政機関に対する政策指

導部局間調整，重要な人事管理などを担当する

機構，すなわち本稿の中心課題てある党のh政担

、り機構である Q

行政機関との関係から，党の行政担当機構と党

22 

の事業部門は比較的明確に区別されるか，党の行

政担当機構と党務兼行政担当機溝の区別は必すし

も明確てはない。両者はともに党務を担当しなが

ら．行政指導・行政管理の役割を果たしているの

てある。しかし，以下に説明する事実から，党の

行政担当機構と党務兼行政担当機構とを区別する

ことはi1J能である。第 lに，前述したように，中

共はほかの事務機構から分離して党の行政担当機

構を「党与政府対口設部」と称していることてあ

るC 弟2に，両者の実際上の行政指導の範囲が涅

なることである。すなわち，党務北行政担当機構

の範囲は．党の行政担当機構のそれよりもはるか

に広い範囲に及んでいる。たとえば．中共中央組

織部はh政機関全般に関わる幹部政策に対して指

導をhなう責任を負っている国3)。他Jj,党の打

政担当機構の指導は一部の行政機関に限られてい

る。第3に，政治活動を行なう場合，党の行政担

当機構は党務兼行政担‘廿機構の実竹的指導を受け

ることであるこ第4に．党務兼行政担当機構が担

廿する行政領域は，党の行政担当機構のそれより

もはるかに高い重要性を持っていることである，9

たとえは，中共中央組織部の幹部人巾に対する指

導は，中共の行政機関の支配にとってもっとも重

要な役割を担っている。また中共中央宣伝部はイ

デオロキーの管理を通して中共の指導に正当性を

与えている。つまり，党の行政担当機構が仮に廃

止されても，それは，中共の指導方式の転換，と

くに行政に対する党組織の直接関与の減少を意味

するのみで，中共の指導力が失われることを意味

しない。しかし，党務兼行政担当機構の撤廃は中

共の一党指導・支配を放棄すること．すなわち，

政治民主化過程の次の段階を意味する c

2. 党の行政担当機構の歴史

中華人民共和国の建国以後，中共の行政担当機
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構0)設iiり状況はおよそ次の 5段階に分けられる。

第1段階 (1949~52年）。党の行政担当機構が中

央と地｝jのレヘルてすでに機能していた。たとえ

ば，第2表（後出）に明らかなように，この時期

t海市は党の行政相当機構が大体設立されていた＿

しかし，甘時中共の行政担‘り機構は数が少なく，

臨時的なものが比較的多く，職権も制度的に確定

されていなかったようである。また，＇ド共の相祁

者は党が行政機関に命令すべきではないという

「党政分離」の指導方法を強調していた叶いし

たがって、この時期の特徴は党の行政担当機構の

制度化がきわめて不十分であったことてある。

第2段階 (195:!~57年） 0 1953年以降，第 1次5

カ年計画か開始され．それと並行して，ソ連の経

験に学ふ一環としていわゆる「幹部の分級・分類

管理制復」が次第に導人されていた。中共ば党の

行政担当機構を設立し．これを行政機関に対する

幹部竹即の主要装ii','としたりi'i）。しかい中央罠

村工作部の活動の実態から見られるように，党の

行政担‘り機構は幹部管理に限らず．行政指導もh

なったわけてあるば6）。この時期に，中共は中央

から地方まで工業書交通．農業，財政，貿易，政

法をそれぞれfIl‘りする党の1i務機構を設立してい

た。たとえば．中央では少なくとも．中央農村上

作部．中央工業・交通工f1部，中央財政工作部を

設立した。また組織の構成，役割の分担および制

度の整備という中実から見れぱ，中共の行政田当

機構は前段階よりさらに制度化されたと思われる，＂，

第3段階 (1958~66年）。 1958年大躍進運動が発

動され，戦時のように党の組織を通して大衆を動

員し建設運動を推進した。 1958年6月の「中央

の財紆小組・政法小組・外市小組・科学小組・文

教小組の設置に関する中共中央の通矢II」(「中共中

央関於設立財経・政法・外事・科学・文教各小組的通

中国共産党の行政捐ヽ1i機構

知」）（汁いは，新たに 5つの行政担‘り機構を設立し

た。中央財政工作部，中央農業工作部および中央

］こ茫・交通 l“ー作部に加えて，中央の党の行政担当

機構は 8つになった C Hij段階に比べて，党の行政

担当機構の職権かさらに強化され，担当する行政

領域に対する令般的な指導から個別的な竹即にま

で介人しt-。たとえば，大躍進運動期の鉄鋼生産

について，各地方の党の「鋼鉄弁公室」は，生産

指標の設定，大衆動員と生産組織の編成，物資と

資金0)投入および技術問題の解決に対して指導・

狩郎を行なった（；い）。この時期は行政担上り機構が

もっとも活発に活動した時期であるこ

第1段階 (1967~76,'1＼この時期には文革前の

党組織および行政機関がほとんど麻痺状態になっ

た，中央と地方では， 1i実上中央文革小紺と革命

委員会が権｝＇］を掌握した。その後，党委員会は再

発足した応所属機溝が革命委員会の機構と重複

していた (;iり）。党の行政担当機構は設岡されず，

党政不分離のもとて；各級党委員会が直接行政機

閃を指導することになっていた，

第5段階 {1977~87年）。文革古定の一喋として，

党の行政担当機構は復活された。体制改革の進展

とともに，強力な政府lこ作系統の建設およひ「党

政分離ーが強調され，党の行政担当機構は次第に

体制改革の対象になっていった(ii1010 

3. 中共の行政担当機構の設置

中共の行政担当機溝の設置は行政機関の設置と

関連していな中国のり政機関は業務の竹格に基

づいてそれぞれの行政系統に分類されている。た

とえは，治安、法律関係の行政機関は「政法系

統」になり，教育，衛生関係の行政機関は「文教

糸統 1になる。そして，各系統に政府の弁公機構

（巾務機構）か設立されていたc 1959年の例を取り

上げる。第 1表から，中共中央行政担当機構と国

23 
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第1表 中共中央行政担当機構と国務院行政機関の系統区分 (1959年）
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（出所） 銭其智「建国以来我国政府機構的演変」（渾健編］政府機構和幹部制度改革問題論文選』北京 人民
出版H 1984り） ］18~1:l4ページより頂者作成

務院行政系統との対応関係は明らかである。しか

し，いずれの時期においても、第 1表に示した党

の行政担‘：り機構や政府行政系統か存在したわけて

はなく，時期によって変動が見られた。

それでは，地方においては党の行政担‘り機構は

どのようになっていたのであろうか。ここでは特

にL海市党委員会の場合を取り 1けげるか，その行

政担当機構の変遷は第2表のようてあった。つま

り，建国以後， とくに第 1次 5カ年計画の開始以

降，行政系統と対応する党の行政担当機構の設骰

か本格的に進められたと思われる C また同表を第

l表と比較すると，行政系統に対応して党のh政

担当機構を設立するという基本原削か中央にも地

方にも適用されていたことが分かるが，中央と地

方では行政担当機構の名称，設置期間，権限の範

囲などが必ずしも一致していないのである。

各地方の政治，経済，教育状況の違いによって

党の行政担当機構も差違か生じている。たとえば，

山東省威海市の行政担当機構を取り上げると，第

3表(})ようになっている 9, Inl市は小規模な都市て
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あり，重要な科学研究機関はほとんど存在しなか 員会は一度も設置されなかった。一方漁業は威海

った。そのため，上海市のような党の科学工作委 市の重要産業であったため，党の水産工作部かか

第 2表 建国以後U)|：海1li党委員会の行政担当機構の変遷 (1949~85年）

行政系統！ 1:海iii党委員会(J)行政担背機構の名称と設閻期間

［業系統 l；業牛産委員会 (1951り・,／-） ～ L業［作部 (53年 3月／53年7Jjと57打7)」／64年11月） ～重L

業部 (53年 7JJ/5•1l l i l !::56 り• 6月／57年 7月） ～私営工業部 (53年7月／54り,)～国営工業

部 (54年12)1/56年） ～軽 L業部 (56年6Jl/57年 7月） ～＂t-画委員会 (59年2月／） ～上業生

1指委員会 (59り 2月／） ～基本建設委貝会 (59年 2月、，） ～ ［業政治部 (64年11月／） ～上業委

i i会 (85年／）
------ -- --- - - - - - ---- - -------------- '—←ー・• ・ • --- -・ー・ 、一．、一、・ •..... • • • • • • -

政法系統 政法委員会 (1952り／） ～政i（ム」j↑委員会 (54り./)～政法上11：部（56i卜/） ～政法小組 (62年

7 Jj/)～政法L1↑委員会 (84年6月，／）
- - --- ----- - - -- -

交通系統 1|i政建設委員会 (1954り／，） ～巾政交通］作部 (56年 5月／） ～I[]政建設交通＿［作部 (58年／60

年 2月） ～l|i委交通L竹部 (60年 2月／64礼12月） ～1li政交通政治部 (64年12月／） ～交通工作

委員会 (85り／＇） ～建設上竹委員会 (85り ） 

文教系統 ‘芥校上作委員会 (1951り／） ～＇｛：校上竹•ifl’; （54斗l2/l/）～教衛上作部 (56年 6月／） ～教偉J[ 

作委員会 (85り／） ～砂等教育科学 l^ムi1部 (56り 6ll, 57り3月） ～科学技術委員会 (58年10月

／文叩～科技lュ．作委員会 (85り ） 
-- ---- ---- ----- ---------

財政系統 財政経済委員会 (1950斗11月 ） ～財貿［h：部 (54り9/J/61年4月） ～財貿政治部 (61年 4月
／） ～財貿 l(1委員会 (85り ） ～対外粁貿 1竹委Li公 (85り／＇）

農業系統 近郊 I：作部 (194911-6月／） ～ 1h郊［作委員会 (49斗 9月 ） ～農村上作部 (57年2月／59年4

ll) ～農村L（乍委員会 (59り 4J J/624: 7月） ～農村上作部 (62年 7}J/64年12月） ～農村政治

部 (64り12/l,/文.'(,:)~農付 l:（i委員会 (85り／’．＇)

（出所） L油lh編成委員会弁公寮糾： t曲党政機構沿革,0949~ 1986)" L海 L海人民出版社 1988年より
窄者作成，

行政系統

第 3表 ill束省威洲巾党委員会の行政担‘り機構り変遷 (1951~66年）

威海11i党委員会の行政担灯機構U)名称と設四期間

農業系統 it叶t__L作委員会 (195l'iJ/55り） ～農業生1桁り助合作部 (55年2月／59り 7月） ～農村工作部
(59り:7 JJ/62斗 3月と63ill } l/66年以）

l業父通 |I業部 (1953り3Jl/5611• 8月） ～ L業父通部 (56礼8JJ/62年3IJ) ~ I業交通政治処 (64年

系統 5 Jj/66り及）
--- --- --・ --・”- -

財政貿易 財政貿易部 (1954年8J J/55'.f 7月） ～財政」 1̂1貿易部 (55り..8JJ./62斗 3月） ～財政政治部

I 系統 (64年5Jj/66り及）

文教系統 文化教育部 (l956年 8JJ./58斗 4月） ～＇，＇（｛ム文教部 (60年 5Jj/60年12月）
----• --.  ＿ l.．．．＿. -• --．---.．--. -. -”—•. _ ＿ -------

払律系統 1 政法＿［作部 (1956年 8)J/58 り• 4 } l !::60年 5)J/62年 3月）
水廂系統 水I)tl：作部 (1960り:1 J ]./62tj: 3 J J) 

．●――--- ---- - - --- -、-------- ---- -----------

（出所） 潅威洵 lfi地 ji 史、 L•;：編猛委員会釦波難jhlj心 済巾 山束省人民出版社 1986年 422ペーシより布

者作成c

2ぅ



1992090028.TIF

つて設筐されたことがある。

中共の行政担当機構を考察する場合，われわれ

はいわゆる「 1つの機構， 2つの看板」の現象に

注意を払う必要かある。つまり，し1機構と人員の

簡素化を図るため，あるいは (2)指導・管理 l•」(/）便

宜を図るために，各レベルの党委員会は， 部^の

機構は党の行政担当機構てありなから，全国人民

代表大会や政府の機構てもあると決定した。たと

えは， 1958年7月に設置されたい毎市党委員会科

学技術委員会や， 59年 2月に設岡された経済壮画

委員会， L業生産委員会，基本建設委員会，農業

工作委員会などの機構は， 1:海市党委員会i])上作

部門でありなから， l:海市人民委員会U)工作部門

でもあったいillしまた， 1980年代の中共中央農村

政策研究宰（中共中央内心処農村政箪研究宇）は、

政府機構としての名称が国務院農村政策研究中心

である。

第4表 貴州省党委員会農村工作部の

組織構成 (1985年）

ー・ ・・・

貴州省党委員会農村［作部

弁公室，総合処，合作処，経済処、科教処，政［：処，

『農業経営管理』編集部

（出所） 『貨小11省情』編集委員会編つ貴州省t九 買
陽 貴州人民出版社 1986年 1382ヘーシより

筆者作成。

4. 中共の行政担当機構の組織構成

ここて党の行政担当機構の組織構成について見

てみたい。ます第4表に示したように、貴朴I省党

委員会の農村工作部は 7つの処クラスの機構から

構成されていた。この省党委員会農村工作部は貴

J小I省政府農業庁，林業庁などを指導することにな

っていたか，農業庁を取り上けて比較すると、そ

の組織構成は省党委員会農村工作部よりはるかに

複雑てあるこその所属組織は第5表に示したよう

｛こ，内部組織，下部組織，直属事業単位の 3つの

部分から構成されていた2

北京市党委員会政法委員会は第6表にポしたよ

うに 3つの組織から構成されていたc 同市党委員

会政法委員会と対応する行政機関は，市政府の公

安局， ril法局およひ市高級人民法院，市人民検察

院なとてあるか， ここてそのうちのひとつの機構

としてri]法局を例として挙ける c ri]法局の組織構

成は第7表のようになっている-

以上のように，党の行政担当機構の内部組織は

行政機関U)それより数か少なく，その構成も簡単

てあるこそれは党の行政担当機構の役割か政策指

導，行政機関の主要幹部の管理、部局間調整とい

ったマクロ的な指導てあることに起因する 2

さらに，党の行政担当機構は次の 2種類に分け

ることかてきか第 1は下部組織を持つ党の行政

担酋機構てある。たとえは， 上述の貴小廿省党委員

第5表 買州省政府農業[i•(}）組織構成 (1985斗）

-- • → ・ •一

貨，l•I•I 省政府農業庁

内部組織 下部組織 [1'1 属巾業単位
-- `―-_、~

・・---- - 、

弁公室，りI進弁公室， 牧畜局， 省種f公nJ,省水産姑．省農業経営管理姑，省植保植検姑，中央農業
科教処，農業生廂処， 1：地管理闘 広播学校責州分校．省草地［こ作姑，省獣疫防治姑，省農展館，省農業

老幹部処，政治処， 技術推広総鱗省農業儀器物資公心省獣禽医薬品検験呪省家禽品

"-t画財務処 ー［― |種改良姑。省上地勘測企画呪省農村エネルキー弁公宰
””‘” ) - - r- :—一 て一，

ヽ―””””

（出所） 第4表と同じ (1389ペーシより喧者作成）
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第6表 北京市党委員会政法委員会(})

組織構成 (1988年）

北東ilj党委U会政法委員会

弁公室．党務処，幹部処

（出所） 人事部地方機構編制管理9ij編・叶中華人民共

和国れ自治lx•直帖l1i党政群組織機構概要』北求

中国人事出版社 1989年 98ペーシより筆者f乍
成。

第 7表 北求巾政府nh)、局の組織構成 (1988年）

・・・・-・・・一”

北り［市政府，1]法）泣

弁公室，行政処，法制宣伝処，研究室，教育処，調

解処，公竹処，、番，／t処、律管処，糸ll'，'（処，紀検糸ll,
人事処，公証処，老幹部処

（出所） 第6}之とf,i]し (JO(）ヘーシより筆者什成）。

第 8表 肖州省党委員会農村「作部およひ

（単位：人）
--

機構・機IV」 T ―― l 
の名称

農村l:｛1部農業 Ii・ 林業 1す

人＿且＿［．竺□門 1-lb[＿ 
対比する竹政機1し1U)人ti

（出11i) 第4表とllijし (1382, 1389ペーシLり惰竹

作成）。

会農付工作部は総合処や経済処なとの下部組織を

持つが， これに相‘りする，第2は卜惰I；組織を有し

ない党の行政担当機構である。この種の機構は日

常的な事務を処即するにめに，対応するり政機関

を直按指導したり，特‘正の行政機代1を自身の補助

組織として機能させる。たとえは，中共中央外事

小組は， 下部組織かなく国務院外事弁公室を自身

の事務機構として利用してきたhil:＼これら 2帥

類の党の行政担当機構はそれぞれ次のような特徴

を持つのである。まず機構の名称に関してである

が，第一神の機構は常に「部」と称され，第二種

の機構は「小組」と呼ばれる (it13)。また地域的に

見ると，中共中央の行政担当機構は，第二種の機

構に属することか多く，反対に地}j党のij政担‘li

機構は第一種の機構に属する場合が比較的多い。

さらに，第一種の党の行政担当機構は個別的かつ

具体的な業務管即並びに政策指導を行なうが，第

こ種の機構はより邸度なレベルでのマクロ的な政

策指導を行なうものてあると思われる。最後｛こ．

人事構成面ては，第一種の機構は人員が比較的多

く，第二種は人iiが少なくその責ff者を含む構成

員の地位が比較的高いのてある。この点について

は次節で詳述する。

5. 中共の行政担当機構の人事構成

ここて再び貴州省党委員会農村工作部および北

京市党委員会政法委員会を例に取り，その人事構

成をそれそれに対／心する行政機関(/)それと比較し

てみる。第8表，第9表から明らかなように，党

の行政担当機構ふ人員か行政機関よりもはるか

に少なく，人事構成が簡単てあった。ここで党I})

行政田当機構の貞ff者と行政機関責任者の関係に

言及しておかな（ナれはならない。中国て責任者の

、JI力を見る場合，政府内の地位もさることなから，

党内における地付かもっとも屯要である。なお党

内の序列は中央しこおいては、政治局常務委員ー政

治局委員と似補 』記処書記ー中央委員と候補と

なり，地方においては，党常務委員会委員一党委

第9表 北点市党委員公政法委員会およひ対応する行政機関(})人員 （単11}：人）
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員会委員となっていた。 れは党の行政担当機構がそれぞれの行政機関に対

する指導を行なうという前提に基づいていること

を示している。また，党の行政担当機構は複数の

行政機関を淵整する役割を果たすか，この任務を

順調に遂行するには，地位の閻い指導者を党の行

政担当機構の責任者に置くのが効果的であったと

考えられる。さらに部局間調整の関連でいえば，

しはしは1]政機l!lU)責任者か党の行政担％機構の

以ド，中共中央文教小組，費朴I省党委H会農村

工作部および同省党委員会政法委員会とそれらに

対応する行政機関の責任者の党内における地位を

検討する。第10表，第11表，第12Rおよひ第1:~表

から見られるように，党の行政担当機溝の責任者

は対応する行政機関の責任者より，党内において

も，政府内においても．その地位か閻かった。こ

第10表 中共中央文教小組の人事構成 (1958年6I J) 

--ロ---[';-/］尻ーき
人＇＃構成 1 ―-- -'、一-- -- - IT --—·—- I —-• ・”-
糾k 陪よ一 三ti:祠，中玉叫譴］：t< 山直務院副粕、：―？ー府 内

副組長 康生 政治局委員候補

メンハー陳伯達 政治局委い候補

林楓 中央委員 国務院第―す＿弁公守主任，全国人民代人大会
副委員長

胡喬木 l中央委員，中央苫；；じ処候補芍i止中央宣伝
部間部長

張際春 中央委員，中央宣伝祁副部長 1国務院第二弁公室t任
周揚 中央委員仮補，中央宵仏部副部長

楊秀峰 中央委員 教育部部長，国務院文教弁公室副打千
銭俊瑞l央委員｛l公補 国務院文教弁公宇副主i[
張子意＊

（出所） 中央教肖科学研究所編『中華人民共和国教育人事ilt(1949~ 1982)』北京 教育科学出版社 1983年
224ペーシより筆者作成。
（注） ＊1kf意について，中央委員あるいは中央委員似補ではないことを雁品しにか，政府の肩内きは不明て‘
ある。なお， 1964年の時点て， I，i]小組())t要なメンハーには変わりかない。
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教育部部長

副部長

I19l t 
同t・.

i11J I: 

同l→̂

第11表 教育部およひ高等教育部の責任者 (1964年3ll) 

党内
.~ ~.. 

何伯

劉季平 i 副剖長 蒋南翔 i中央委員候補
董純オ l r,ij |． 劉;~
劉陀風 Iti] I・ 到仰
葉咄r;,;1 I I 1,;J L 閥
林砺儒 ， lri] （・ 段洛夫

l,iJ I. 黄．9t-I'I -- l. 、一一

（出所） 第1(）表と1IIlし (349ヘーシより筆者作成）。
（注） 党内の肩書きが内かれていないものぱ中央委員あるいは中央委員保補ではないこ
とを意味する



Ⅲ　機構の地位および行政機能

1992090031.TIF

第12表 貨州省党委員会農村］ー一．作部と1"1省農業1i:．

林業庁の責任者 (1984年）

・・・・・・-・--

農村工作部部;-t;I:“ふ°)釦：二
農業／ i. 庁長趙慶儒門J•I、I 省党委n公委員

林業／i:庁長形白登
ヽ→

（出所） ？賢J•I1年鑑 1985』貴陽 貴州人民出版社

1985年 133ヘーシより頂者作成，・

（注） 党内0)『i1りきが内かれてしヽなしヽも U) は貴1•I•I 省

党委員会委員ではないことを意味するっ

第13表 貴小11省党委員会政法委員会と1¥/.I係する

行政機関の責任者 (1984年）

党内の hi書き

政法委員会渇品朱迪＊賢）小I省党委員会委員

同 l： 胡克恵 門）9|9|省党委員会常務
委員会委員

公安庁庁長張有儒＊ i貨州省党委員会委員

＂］法庁庁長王其倫

民政 Ii庁 1丈李卓東

高級人民法院院1< ，，射錦漢lti小11省党が1会委員

人民検察院検察長李玲 貴州省党委員会委員
． 9・〒

（出所） 第12表と1IIlじc
（注） ＊は離任，転任ないし免職を、込味する 3 3't 

内の肩内きが得かれていないものは賢／札省党

委tl会委いではないごとを意味する

責任者の中に加えられていた。この傾向は中共中

央文教小組の人，.μ構成から明らかてある。その他

の例として， 1950年代の中共中央農村l．．作部の場

合，その部長は国務院副総理，国務院第七弁公室

主任てあ＇）た部 r・恢であり 1,114)，副部Kの中には
国務院農業部部長・｝藝魯言が含まれていた ii•15)0 

（汁 l) 党委(i公の事務機構について，他の分類JjtL

も存在している。たとえは．彼梨「按照党政分開的原則

探討改革党的t作機構的路—た（『政治学研究』へ北京〕

1988り第2期）をな照。

(iJ2) 糸1旗雑誌社が発行している半月刊誌『紅旗J・

は1988年7月から『求是』に改められたc

叫£l共産党の行政捐‘り機構

直 3) 係維本ほか編『中国共産党党務工n人辞典』
北京 中国展望出版社 1989年 23ペーシ「党的組織部

門的職責eo

(ii:.4) たとえば，周恩来「発揮人民民主統ー戦線積

極作用的幾個問題パ1950年4月13日） （洪承華ほか編「中

華人民共禾I1国政治体制沿革大事品 0949~1978)』北京

介秋出版ti: 1987年） 20~21ペーシを参照。

(ii:5) 陳野炉韓勁草ほか編前掲書 109~110ベ

ーン

ほ 6) 釦 l'！英『部（恢伝』 t潅il |：海人l(出版社

1986年 295ペーシc

(iE7） 灰松・韓鋼「党和国家領導体制的歴史考察与

改，．l＇展望」（『中国社会科学』〔北京 J1987年弟6)(/j)15 

ペーシ、

(ii.8) 拙稿―中国・大躍進運動期の政治過程ー一r大

煉鋼鉄運動』を中心として--」（未発表）。

（社 9) I海市編成委員会弁公室編汀：海党政機構沿

革 (1949~1986)" t海 t海人民出版社 1988年 127 

~1:;3ヘーシ・.9

(itl0) 『中国共産党第十可ul•• …·』 43ページ。

(itll) f-海市編成委員全弁公室編 前掲書 115へ
ーシ c

（注12) 洪承華ほか編前掲書 180ヘーシ。

(it13) 「委U会」と称される場合がある。それらば

第 種に属するケースか名いか， h1-―神に属することも

あるし

（注14) 蒋伯英前掲齊 385ヘージ，

（注15) 1,;J I書 316ヘーシ。

III 機構の地位およひ行政機能

1． 行政機関に対する指導関係

すでに，人＇ド構成の面から党の行政担灯機構と

行政機関の指導・被指導の関係の存在を示唆して

ぉtヽたが， ここでは別の視点からその関係を検討

する。建国以来中共ぱ党と政府の関係について｀

「直接指導」を強調したり，「間接指導」 {;tl)を強調

したりしてきに。当然のことなから，それらの主

張は党の行政担当機溝と行政機関の関係に影響を
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及ぽし，指導方法や指導範囲の変動を引き起こし

た。

「間接指W」(}）t張によると，党の行政Ill‘り機

構を含むすべて(})党の組織は権力組織てはなく，

政府機関に対して命令を出すことがてきない0 そ

れに従うならは、党の行政担当機構は各ir政機閃

に対して直接命令することがてきないということ

になる。しかしそうした状況にあっても，党の行

政担当機構は行政機関に対してさまざまな指導を

行なうごとは可能である。なぜならば．中共は行

政機閃の中に党グループを中心とする多数(})党糸ll

織を設立し．打政幹部の大部分をその党員て占め

ているからてあるい党内の合意さえ得られれは，

党グループこそが行政機関における実質的な最高

指導機構となる。党の行政担当機構は．行政機関

の党グループと同じ党委員会に属するが，各行政

機関の党グループを指導する立場にある (ii:2)。し

たがって． 11iil1名指導」の場合．中共(})1J政 il|‘li

機構は行政機関における党グループなと(})党組織

を通して指升をりなう。その指導閃係はれ 1図(})

ようになる。

「直接指導」の場合，党の行政担当機構は行政

第1図 「間接指導」のモテルの下における中共の

行政担当機構の指導方法

指＃

指礼
政府―----—ー政府党グループ

指

甜

指；、り
行政機,~,-----—り政機側の党グルーフ

党かii公

.J;; 

第2図 「直接指導」のモテルの下における中共中

央外事小組の指導方法

部絡

紺

連

部

小

外

査

小

吋

調

群

外

荘

央

央

I

I

 

央□

lrn:l
□
 

ー

/
[
 

外父部 対外貿易部

対外文化連絡委U会

華1岳事務いに： 外IL|’tr糾，J

各部の外'1i/,,；

（出所） 弟 lkと/,i]し (130ペーシ C 1959年のIII

務院糾織機構人より筆者作成）。

（汁） 党の外事機構は中共中央外事小組の指導

を受けていた。

（出所） 平者作成

機関に対する直接的指導を行なう。たとえば，

1958年3月6日に，中共中央・国務院は「中共中

央外事小糸II」およひ「1且務院外事弁公室 1 (}）設立

に関する通知(})中て， 11-＿1務院の外交事務竹Jlj!(}）最

高機構てある「Ii:]務院外事弁公室」は， Il~叫、中

央外事小組」の事務機構でもあると明記してい

る';;:;,。実際に．これらの組織を中心とした外事

機構の指導関係は第2図(})ようになっている。

以上の分析から分かることは，「直接指導j に

せよ，「間桜桁'ffI にせよ，中共の行政り1‘'i機構

が必ず何らか(})}j法て対応する行政機関に対して

指導を行なうということである。もっとも第 1図

で示した 11m接指科」は限られた場合しか行なわ

れす'-間接指導」が強調される場合ても，その

実体は主に「党政分エ」てあるこここでいう「間

接指導」ふ党の行政担当機構と政府行政機関と

の間により ll)］確な分業閃係（党政分＿L)を確古し，

行政機関の職務範1n1への党組織からの恣応的なIY.J

与を避けるということである。周知のように，
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「間接指科」は1978年の中国共産党第t一期中央

委員会第三次総会（以ド，第・トー期三中全会と略す）

以後の10年間に強翡された勺そU)結果，こ U)時期

には確かに党組織が行政事務に介人することが—

定程度減少したのてあるか，中共の行政担当機構

は依然として行政機関を直接的に指導しつづけた

,fa疫な案件の処刑について．党の政法委員会か1t'1

接に裁判所や検察院に指示を勺えることはその典

型的な事例である 99

2. 政策指導

中国の行政機杖IU)里要な什務のひとつは．中共

の路線，方針，政策の実行である。たとえば，国

家経済体制改革委員会には次のような任務が設定

されている c ひとつは，中共中央・国務院の社会

i・義商品経済の発展に関する方針．政策，任務に

基づいて，関係部門と地方を指導し，全国経済体

制改革の中長期プロジェクトおよび年度の実施計

両が案を作成することである、，もうひとつは．中

）し中央・国務院から与えられに他の事項を実施す

ることである旧4)。中共の行政担当機構が行政機

閃に対して行なう政策指導U)！！体的な内容は．

(1)1リi管行政釦域の最軍要問穎に関して，関係行政

機関を指導し政策草案をまとめて所属する党委員

会に提出する，（2）所管行政領域の重要問題に関し

て．所属する党委員会を代表し政策決定を 1‘―す，

(3)f]政機関の政泊実施活動に対する指導・監Hて

ある。

政策提案に関していえは．中国の政治制度のも

っとも里要な特徴のひとつは．政策決定権か中共

の各級党委員会（とくに，中共中央）に集中してい

ることである。党の行政担当機構か党委員会の政

液決定過程において政策提‘化ないし政策草案の作

成を行なうことは．党委員会に対する同機構の責

任である。たとえは，『部子恢伝』ぱ中共中央農

中lt]共産党のif政tIl‘り機構

村工作部部長郎子恢か建国初期の農業互助合作運

動の中で，「かなりの情熱を持って工作に積極的

に参加し，農村工作機構の充実と健令化，運動(})

進展に1!lする調在を行ない，収集した1‘{i報と問闇

の処理に関する意見を中央に提出した」"|5)と述

へている。また， 1953年3月，中共中央農村工作

部は1ド共中央の、ために、「中共中央の春耕生産に

関する各レベルの党委員会宛ての指ホ 1 (「中共中

央関於春耕生産給各級党委的指示」 1953年3月16日）

および『人民日報』社説―農業生所の指導の鍵」

（「令t'噂農業生産的関鍵Ji/i{t-」1953i13月26日）を起

草したという，これらの文献は「中共中央の農業

生産互助合作に関する決議」（「中共中央関於農業

生I;rr,-JJ｝）合作的決議」）とともに，粁時の最重要文
献集てあった『当前閑村工作指南』に収録され

た（注 6)0

このように行政機関およひその党グループは重

要な政策(})作成に常に参加するか，多くの場合は，

中共(})行政担当機構の指導のもとてそれぞれの役

割を果たすのである。たとえは，「1962年調整計

画に f½l する報告」(「|しl於 1962年調整計画的報告」）の

形成過程を見れば．政策作成にあたって，中央財

経小組の関係する行政機関に対する指導関係かは

つきりと分かるけ［7)。それは以下のとおりである。

(l)1962年4月2日．中央財経小組のi：宰で国務院

財経各部(})党グループの責任者か国家1,l•画委員会

の1962年国民経済発展計画の調整に関する報告を

聴取し 3日間議論しtこ (2}中央財経小組のメンバ

ーか21l間同報告およびそれに対して捉出された

意見を叶議した。同小組は同年4月下旬「中央財

経4ヽ組の1962年調整計画の討論に関する報告」

（「中央財経小組関於，寸，，扁1962年調整，十l由i的報告」）を

中共中央に提出した。(:{)同年5月71 1から11日に

かげて中共中央政治局常務委員会の主宰で中央エ
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作会議か開かれ，［中央財経小組の1962り訃乱幣~I

画の討論に関する報告」が集中的にかti義され，承

認された。 (4)毛沢東の同意を得た後，同年5月26

日，中共中央は「中央財経小組の1962年調整計画

の討論に関する報告」および叶コ共中央・中央財

経小組の1962年調整計画の討論に関する報告の批

准と伝達に関する指示」（「中共中央1しl9栓批枯中央財

経小組閃鯰，＼l,誦1962年調整計画的報告1[J指小 l) を発

布しに以後1叶民経済の調整工作は全川的に実施

された。

さらに補足しておくと，党委員会の委託を受け

菫要問題を討議する工作会議を開き，関係行政機

関に問題と情況の説明，意見の提出を行なわせ，

政策に関する，一意見をまとめるといったやり｝jを．

中共の行政担‘l1機構が恒常的に用いていたという

ことてある。それは中共の政策決定の大きな特徴

のひとつてもあな以上は財政経済を担‘りする党

の事務機構の例であるが，ほかの中共の行政担当

機構も工作会議を利用し政策草案を作成してきたー，

たとえば， 1950年代の中共中央農村工作部主宰の

全国農村＿I作会議 50,60年代の中共中央文教,Jヽ

組の令ll1文教_[作会議， 80年代以降の中共中央政

法委員会(/)令Lk]政法工作会議などかそれてあるり

次に．政箪決定に関して検討してみたい，中共

の各級党委員会は重要度が比較的高い問題につい

ては，政策決定権を所属の事務機溝に分与してい

る。たとえば， 1958年9月のt海市党委員会の

「市人民委員会の今後の工作における幾つかの問

題に関する通知」（「関於市人民委員会今後l｛↑中幾

個問題的通');JI1) は次のように述べているり (I)今後，

各局（市人民委il会の各行政機関）はl-ii:｝j針につ

いて，直接，市党委員会の関連する事務機構に指

ポを求める。 (2)市人民委員会の弁公庁（室），委員

会，各局（処）・院・行は行政命令を行なうとき，

32 

巾人民委員会の名義を必要とする場合，ますその

行政命令の内容を1ri党委員会の関係事務機構に捉

出する。惰務機構の責任者はその命令に署名を済

ませた後，市人民委員会の弁公庁に送り市人民委

員会の名義でその行政命令を公布する (it8)。中共

の行政担当機構が行政機関に指示を下す事例はよ

く見られるたとえは， 1983年3月21日から 4月

1 日まで，令1卜•II業交通会議が開かれたか，中共

中央財経領羽小組はこの会議における議論を踏ま

えて，経済委員会なとの行政機関に対して，（I)tQ

資の規模を厳しくコントロールする、 (2)重点プロ

ジェクトを援助する，（3）改革の速度を速めると指

示したけ19)。

行政管理過程において行政官僚は行政技術を利

用して．いわゆる 1行政自由裁量権」を拡大した

り「官僚王[EjI を作ったりしているといわれる(

この「官僚ー［川」 I})傾向を防ぐためには，現実に，

党の行政担当機構は行政機関の政策執行過程に対

して厳格な指導・監督を行なってきたと思われる。

たとえは， 1955年8月1日の中共中央組織部の報

告は，行政機関の党の決議を実施する状況に対す

る監督が党I})行政担‘り機溝の重要任務であると明

確に指摘したい1111しまた1950年代中共中央農村エ

作部のひとつの例を取り 1：げると， 53年ころから

農業合作化のテンポは次第に加速され， とくに55

年に人ると．そのテンポか速すぎたために問題が

次々と生した。浙江省では問題はとくに深刻であ

った。緊張した農村の情勢を緩和するために，

1955年3月r1i]．中共中央書記処と中共中央典村

I作部の責任者は北i（に滞在していた浙江省党委

員会の指導者を招いてともに緊急措置を研究した。

会合後，中共中央農村工作部は会合での合意に基

ついて農業合作社の強化と縮小を内容とする指示

を浙江省党委員会農村工作部に出した。その後．
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中共中央言品処と中共中央農村工作部は杜潤生

国時，中共中央農付工作部秘書長）と哀成降（中共

中央第二弁公室の幹部）を浙江省に派遣し． t述の

指示を詳しく伝達すると同時に，その実行に関す

る指導を行なったlit!I)0

3. 行政人事管理

現代中l!」の人'li符理の主要な特徴は「党竹幹

部」（あらゆる幹部は党の組織によって竹岬される）

という！り渭lに貼ついて「分部分級幹部竹坪制度」

を実行していることである。分部管理制度とは，

各行政機関の業務の性格から行政幹部を幾つかの

種類に分け，各級党委員会の事務機構にそれぞれ

管理させる制度である。貝体的に 1953年11月の

「幹部)¥;j用l：作のり狙化に対する中共中央の決定」

（「中央1Wl於／ill強幹部行理工作的決定」）り11!）によって

説明すると、第14表のようになる。

分級管岬制度とは，職位を考慮して打政幹部を

任免・管理する制度であり，これに基づいて中共

の行政担当機構は党委員会に協力して行政機関の

重要幹部を任免・管理するわけてある。各時期の

政治・経済柏勢から，中共は幹部管理権限の集中

と分散を交,,に繰り返してきた。それに付い，中

共の行政ilf‘り機構の管理上の権限も疫動してきた

第14表 行政幹部を管理する中共の事務機構
--・-・・ 

行政幹部の分類
v ~., 

政法関係

文化・教育関係

交通・連輸1関係

財政・貿易関係

壮画・ l業代1係

農・林•水9梢閃係

］ 中共の幹可噌理属m――
I、一9-- ..........”....へ.’` ▼ 9． 

政法工作音I{

宣伝部

交通・運輸部

財政・貿易 lf|；}|i 

~t画・［業if| ；

農村l：作部

（出所） 曹志ほか編『中華人民共和国人事制度概要』
北京北京大学出版社 1985年 416~418ペー
ジより筆者作成。

中国共序党の行政り門機構

第15表 国務院の行政幹部分級管理

行政幹部の階級

部長・副部長

局長・副局長

処艮・副処長

科長・副科長

幹部の任免機構

党委員会とその行政担当機構

党委員会とその行政担当機構

行政機関における党グループ

行政機関における党グループ

（出所） 係紺本はか紅が中国共産党党務工｛’|大辞典』
北東 中国展兒I出版社 1989年 66~67ペーシ
より宜れ作成

のである。たとえは．第15表に示したように．

1953年から84年にかけて中共中央の行政担当機構

は中央と協力して，部局級の 2つのクラスの幹部

を任免していた(it13)。なお部局級以下は党グルー

プないし行政機関の人事機構が任免を担当してい

たと考えられる C

甫要な行政幹部のiT：免は中共の行政担‘_J_i機構の

中心的任務であるか、 1,;J機構の管理活動はそれた

けに留まらない。たとえば、 1955年8月1日の中

共中央組織部の報告は，幹部の任免以外，幹部の

監督訓練，考査，問題の処理なとを行政担当機

構を含む党の幹部管理機構の職務として提示して

し)る (ii14) 0 

ここでとくに，中共の行政担当機構の幹部政箪，

幹部管理制1如の設定に代1わる役割を指摘しておき

たい。幹部竹則において党の各級組織部ば党委員

会の主要な補佐機関である。その前提のもとで，

党の行政担当機構は主に幹部政策の基本原則およ

び基本方針に基づいて．担当する行政領域の幹部

管理に関する貝体的な特理制度，管理方法などを

制定したり，巾要な中川については党委ti会に提

出したりするく，この点について，中共中央組織部

の責任者である安［文は，かつて「組織部と党委

員会のほかの各部は党委員会の統一指導を受ける

同等のエ作部門である。糾織部は総合的工作任務

を担当すべきであるが．ほかの一部の部門も総合
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的任務を担当すべきである。幹部管理問題におい

てもすべての総合研究を組織部に任せるわけでは

ない。特定の問題について， tに党委員会のはか

の部門がその総合研究を担門すべきであるーと辿

べていたい13)0

安子文が提起した総合研究とは幹部政策の総合

研究であり，幹部政策(})作成てある。「党委ii会

のほかの部門」には党の行政相当機構が含まれる。

との行政担当機構がとの部分の幹部政策に関する

総合研究を担当するかについて方子文は説明しな

かったが，実態的に見ると，甚本的に各機構が拒

‘片する行政領域の幹部政策である。換，iすれは，

中共の基本的かつ総合的な幹部管理政策のもとて，

各行政系統においてその具体的な政策を制定する

のである。たとえは， 1958年 1月31日，毛沢東は

「上作方法（坪案） Jの中て「又糸1又専」（政治的に忠

誠てあり呵業務においで専門知識と能力を持つこと）

という方針を打ち出したい日6)。その方針を実施す

るために， I.業fll当の党の事務機構であった中共

中央工業工作部は， 300名の労働者・農民出身(})

川＇，:的工場，処クラスの幹部を人学に送ることを決

定した<it.17）。また， 1963年7月13日の上海市党委

員会工党丁＾作部(})「地Ji[〗.業(})行政幹部・技術幹

部の管理制度の改善に関する意見ー（「関於改進地

h l業行政，技術幹部管罪制度的怠見」）は，幹部l

中管理の強化という中央の指示に従って工業関係

の行政機閃幹部および企業幹部(})管理に関する各

秤狸機構の権限を調整すると規定したml810

4. 部局間調整

政府行政機関(})細分化は現代中国の行政官僚糾

織の重要な特徴のひとつである。たとえは，工業

牛廂のれ政管理機関は業種別に設立されており，

1985年国務院組織機構表によると，直属局を除く

|:業生府1il係行政機関は窮16~のとおりである，
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第16表 国務院の工業化産関係行政機関 (1985年）
→ 9 9 9 9 9 9 9 

冶金工業部，核工業部，化学工業部，地質鉱産部，

兵器l業部，水利電力部，航空」：業部紡織［菜部，

石油工業部｀航天工業部，城郷建設環境保護部，電

f工業部，軽l業部，石炭工業邪

（出所） 岳雲薙編『編制管理概論』北京 労慟人事

出版社 1987年 付表13より筆者作成。

各業種ことに行政機関を設立するごとは部局間

晶整という問題を生起させる。各級政府はその所

属行政機関を調整するが，同時に中共の行政相当

機構も調整機能を果たしてきた。たとえば， 1982

り1月］3日の「政法委員会の設置に代1する中共中

央の通知」（「中共中央関於成立政法委員会的通知」）

は，政法各部門（公足叩去，検察，法院などの日家

機関）のエ作を調整・指導すること．党内の「合

,,ij弁公 1 （関係1Y庁が合l'」で間辿を処岬すること）を

指導し重大な訴訟事件を処理すること．関係機関

を指導し，「総合治安」り119)を実施することか政法

委員会の主要任務である H+20)と規定している。

部局間調整は複数の打政機関の管理活動および

利害関係と関沖して行なわれる。いずれにせよ，

中共の行政担当機構に調整に関する決定権があっ

ても， もし調整に際して関係行政機11/ilの意見を反

映しないならば，それらの行政機関の積極的な協

｝］が得られない11J能性かある。その場合，調杷の

目的は達成てきないことになる。部局間調整を順

,J.IIに行なうためには中共は主に次の 2つのJji人を

利用する，そのひとつは，党の行政担当機溝の人

事構成に配慮することてある。つまり．行政機関

の責任―れを常に中共の行政担当機構U)構成員の中

に含め調整を行なうとき、党の事務機構の溝成員

てもある行政機l!lの行政責任者は，り政機閃の意

見を説明し、利益を代弁する。もうひとつの調整

Jj法は報告会ないしLi1会議を開くことである。
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たとえば， 1959年5月，「中央財経小組」が報告

会を開いたが，そこでその年度の鉄鋼生産量を確

認するため，冶金部，国家計画委員会，国家経済

委員会の報；りを受け，同時に，生産岨に伐lする意

見を聴取した{,I1Jl小組が中共中央政治屈およひt

沢束に捉出した数字はこれら行政機I!lU)、意見を検

討調整した結果である (i121)0

5. 行政管理活動

党の行政担当機構の主要な任務ぱ行政機関に対

する指導を行なうことである。しかし．現実に｀

行政機関に代わって，党の行政担当機構か個別的

かつ具体的な行政管理活動を代行することかしは

しば見受けられる r，たとえば，各級の政法委員会

が公安，検察および法院に代わって．頂要案件に

ついて判決を決定したりすることは．その典型的

な例である。

党の行政担当機構の行政管理活動は基本的に党

委員会の決‘ぶによって行なわれるたとえは，

1960り81l :i llの中共中央の「農村文i¥ 拙^およ

び成人教fi_L竹に対する指導と管理0)怖化に1!lず

る通知J (「関於加強農村掃盲和業余教育工作的領導

和管理的通知」）は．今後の農村の文盲の一掃およ

び成人の教育工作について，各級党委員会農村

工作部および各級政府の農業部門が工作の方針・

計画から！！1本的な配屑．参加者への，，兌得，働き川

けおよひ授業なとに至るまで，責什を枡って1？即

すると規定した(11'.!2)。また． 1982年1I J 1:i I l U> 

「政法委員会の設四に関する中共中央U)i頂欠II」は．

各級政法委員会に「党内の合同弁公を指導し．重

大な訴訟事件を適当に処理する」八t23)という任務

を与えていたのである。

党の行政れl‘り機構の行政管理へ0)介人は中1l:IO)

政治休制の集楕的休質と密接な関わりかある。郊

小平はかつて「党U)一元的指導の弛化どいうスロ

中国共坪党U)行政flじり機構

ーガンのもとで，何も分析せず，不適当に，党委

員会にすへての権力を集中した。この党委員会の

権力がしばしは幾人かの書記， とくに第-|｝叫U)

和こ集中し，何ことも弟一書出が指揮をとり，決

定を下すようになる」い12l)と指摘した。郊小ギは

党委員会およひその渇叫への過度の集権を批判し

たが，党の行政担当機構のことには』及しなかっ

たこしかし実は，党の行政担当機構ぱ党委員会お

よびその書記よりさらに直接的に行政活動に介人

することがあった。つより，党の行政担‘引機構は

常に党委員会の代人名として特定の行政領域て活

動し，比較(Iり，r(疫度の凶い問題に関して，党委員
会に代わって直接決＇ぷしたり指導したりしたのて

ある，

6. 政治的役割

党の行政担当機構は行政領域において一定の政

治的役割を果たしてきた。ここでは，党の行政担

当機構の組織＿L作およひ政治思想教育工竹に打H

しておきたいい

党の組織l̂11・に1しlしては前述したように，党の

行政担当機構は党委員会の派出機構てあるため，

党委員会の委託を受け，関係行政機関の党グルー

フと基層組織の工作を指導することになる。たと

えは， 1954年末，上海市党委員会は20の産業党委

員会を設搬したが， lい］党委員会は，国営介業の駄

層党組織に対する指淋を行なうものでありなから｀

自身もまた党のにい務機構から指導を受けるものて

あった。具体的な組織閃係は第17表のようになっ

ていた。

政治思想教育について，中共の指導を維持・強

化するには，全国民に対する政治思想教育を行な

うことが重要である。そのため，人々は所属組織

を通じて政治忠想教fiを受ける。党の行政り1ヽli機

構はこの政治忠想教育［作に関して，指祁的な役
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第17表 上海市産業党委員会の組織関係 (1954~56年）

党の事務機構 産業党委員会の名称

市党委員会＊ 市政府建設党委員会，交通連輸党委員会，公安局党委ti会

官伝部 衛牛局党委員会

国営I：業部 第一•第二•第三項工業党委i1 怠第一•第二軽工業党委員会，紡織工業党委員会，

電業管理局党委員会、建築工程局党委員会．華東建築管理局党委員会

財貿1イ11,＂fli［間・り］＿“町1泊業局党委員会，食糧局党委員会，外貿局党委日会

学校こl̂^什部 高校党委員会，中等技術学校党委員会， 199|ll科学院の＿l＿洵竹Jlj!処党委員会

（出所） 第2表と同じ (70ペーシより筆者作成）
（注） ＊市党委員会は党の事務機構てはない。

割を浙じてぎたと見られる，、たとえば，近,rt.I~．洵

市の労働者は 4つの基本原則と改革・開放に1!！す

る政治思想教育を受けている。その過程において

は， 上海市党委員会の工業担当の事務機溝，すな

わち上海市党委員会工業工作委員会が上海lTil̀．業

糸統0)政治思忠教育の最高指莉機関である。 1987

年 6月15Bから19日にかけて湖南省で行なわれた

全国企業思想政治」f作座談全で， t海市党委員全

l：業工作委員会は｀ t海市(})l.＿場労働者に対する

思想教育工作について，次のように述べている。

rわれわれ（卜海市党委員会工業工作委員会一ー引用

名）は， 198:~1v.からい毎機1木廠(})経験（が直； U）||｝

間に青年労働者を交替で生産現場から離れさせ＂政

治学習に専念させること rー引用者）を (I業部門

で一ー引用者）普及させた。 1985年まてiこ， 100 

Jj人の労働者に政治思想訓練を受けさせた，，．．．．．，

1986年から，祈以没階の交替制(})政治訓練を開始

した」(it25)と。

（注 l) 拙枯jI行政機閃に対する党委il会の指祁lii)：

ー指荘範見を中心として— , （木発表） J

（注2) 党委員公の行政illヽ9,'機構は，特定のij政糸統

において，党委U会の代表者であるし，｝、‘＃1(IIでも党(/)

行政担‘り機構の汽任者の地位は行政機閃u)党グループ(})

M,；じより絲し、 なお，党クルーJd)設置および政治l『)役

；りlについては， 1i1：悩「中国のh政機I!lにおける党クルー

プ」（『アシア(i/f‘it,]（アジア政経学会］第381いii2号

1991年1211)を参照
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(ii~ 3) 洪承華ほか編 前掲古 18(）ヘージ。

(ii: 1) 「中華人民共和11J国家経済体制改革委員会簡

年（『中に経済体制改革』し北京， 1988年第10期） 53ヘ

ージ。

(ii:5) 蒋柏促 前掲得 297~298ページ。

(ii 6) 1,ij t内に上ると，毛沢束は，その 3つの文献

か党の農村［作の現段1梢にあたって';；；押しなければなら

ない理論知識，屯要な政策l原則および大衆路線てあると

するとl91]時：こ，各級党委ti会とすへての幹部にこうした

如恥）’mi‘習を指ボした

りi7) 中央梢案館党史育料室「介紹 ）L六二年五｝l

中央上作会議」ド党史研充』：北京： 1981年第4期） 5 

~23ベーシ。

ほ 8) 上海市編成委員会弁公室編 前掲書 ll3~ 

114ペーシ c

（汁9) 『>り代中19、l的，，1|lh工作』弁公宇編『中華人l<

共和国民経済和社会発展計画大事輯要 (1949~1985) J 

北京紅旗出版社 1987年 474ページ。

(itl(l) 陳野作・韓勁がほか編 Iiil掲，り 113~128へ

ーン ， 

（注11) 羅平「実事求姶地評価『全力汎同・堅決収縮』

的問題」（？党史研究J1984年第3期） 64~69ペーシ。

（注12) 曹ぷほか編呻華人民共和国人事制度概要』

北りし 北東大学出版社 1985年 416~117ペーシ。

(iil3) 係維本ほか糾前掲内 6(;~67ベーシ。

(it14) 陳野・¥'、:•韓勁草ほか紺 前掲書 124ページ。

(it15) 安（文「在各省．韮白治区党委組織部長会

議 I・，的総粘 (1956年12月）」（韓勁草ほか編『安f文組織

lfl文選』北）；（ 中！t中央党校出版tl l988年） 126ヘ

ーシ ~' 

（注16) 中央教育科学研究所嗣、’中華人民共和国教育
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大事品 (1949~1982)』北京 教育科学出版社 1983年

212~213ベーシ。

（注17) 柘JI汽 213ベージ）

（注18) I洵 rli紺成委員会弁公宇釦 前掲内 119~ 

12(）ページ。

（注19) 「総合治安」は，大衆の役割および法制教育

を通して犯罪行為を事前に防ぐことを頂視するヘ

（注20) 中Jt中央文献研究+:紺『．中全会以来,fi閑、9文

献選編』卜在 北りし 人民出版H 1982年 1104ヘーシ C

(it21) 陳雲「落実鋼鉄指標問題」（中共中央文献編

輯委員会編『陳雲文選 (1956~1985年)-北白 人民出

/~lit± 1986り' 121ヘージ。

（注22) 中央教(i科学研究所糾 前掲青 281ヘーシ，

（注2:3) 中共中央文献研究オ潅，u1ii1掲内 1101ヘーンc

（注24) 部小平―党和国家領導制度的改革 (1980年8

月1811)」（中共中央文献編輯委員会編 r部小平文選』北

）；し 人民出片／文t| l り83年） 288~28リ\ーシ。

（注25) 令II，.1介梵忠想政治」i↑I平，，炎会弁公室糾『改吊

・開放・社会主義 令国企業思想政治［：竹陀，；炎会文献

経験雁編— 』北ポ I^一人出版社 1987年 97ページ。

W 主要な問題点とその改革

Hil節に示したように，建囚以後40年にわたって．

中共の行政すIJ‘り機構は行政而て中要な役割を果た

してきた。しかし，行政組織・人事の合理化，行

政の効率化および政治の民主化なとなお幾つもの

弔要な問題点をかかえている。第l^一期三中全会

以降，党の行政担 ~i機構に関する多くの改吊措iLi

が実施されているが，それはこれらの問題点を中

共が認識し始めた結果であると思われる。

1. 肥大した組織および人員

官僚組織とその人員の肥大は周知の事実である。

その原因として幾つか考えられるか，党の行政担

、り機構の存在は，そのひとつてあろう。

党の行政担叶機構と中国(})官僚組織・人li(}）肥

大との関係を検討するにあたって，ます中国の官

中[9i]共産党(/)1j政 ill‘'i機構

僚制においてパプリック・ビューロクラシーとプ

ライペート・ビューロクラシーとの区別が基本的

に仔在しないということを指摘しておきたい。人

民代｝し大会，政府，行政機関，企業，大衆組織，

政党組織，マスコミなどの組織は，中共指導下iこ

屑かれるパブリック・ピューロクラシーであると

認識すへきである。とくに，中共U)＇＃務機構は政

府行政機閃とともに「党政機関ーと呼ばれる。ま

たそれらの機関てi動いている幹部は「党政幹部一

と称され、行政人巾構成に含まれてきた。党の1i

務機構U)述営費用と幹部の給与，職位制度などは

行政機関のものと同様である。したがって，中国

の官僚機構およひ人事構成を考察する際．党の事

務機構並びにその人＇μ構成を無視することはでき

なし、り

時期によって，党の行政担当機構の数と人員が

異なるが，黄海の「党政分離は政治体制改革の鍵

である」（党政分開足政治体制改革的l!l鍵所在」）と

題する論文によると， 1987年前後，特定の行政分

野を担当する行政機関があるにもかかわらず，同

じわ政分野に設置された中共の行政ill‘り機構は，

省• |l't軒庫・自治lメ．レヘルでは15；卜．巾・県レヘ

ルでは30は郷・鎮レペルでは50年であった"tl) 0 
またここで建国以後の北京市の例を取り上けたい。

こうしたり政担当機構の規模をより具体的に認識

するために，行政機関，党委員会の事務機構の数

および党の行政担当機構の数が党政機関全体に iii

めていたlt率をホすと，その状況は第18表のよう

になっていたのである，9

同様に，行政担当機構の人員も肥大した幹部隊

列の一部を古めてきたのである。党の行政担当機

構の幹部か行政人＇＃編制においてどのくらいの比

率を占めるかということについては，統叶数字か

まだ公表されていないが，一例を挙げると， 1963年
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第1B表 北東l|iにおける党の行政担こ1i機溝，党の1t務

機構および行政機関の数 (1955~87年）

（出1i/i) 第6:KとHじ (38り～402ヘージより宜行作
成）。

（注） 比率は党政機関における党の行政担当機構(f)

',1i1l合を小している。

第19表 卜海市における党の行政担当機構の

幹部数 (196:l~65年）
（単位：人）

-----

幹部の名称ロー 1963` 云
党政群幹部， u.001 I 17. 786 I rn. 044 
党の打政担廿機構 270 I 291 I 288 
の幹部

口―—乎□こ·)ローロローiローニ
（出所） 第2表と詞じ (112~113, 116, 236~237ヘ

ージより筆者作成）。

(ii-） Il) 党政開幹部は党の機構，政府機構およひ

大衆1、Jjf{,:の幹部の総称であるり

(2) 比率は党の行政担当機構の幹部が党政群

幹部の令体に占める比率である。

¥31 党U)り政担当機構は工業政治部，財貿政

治部，「Ii政交通政治部，教衛l-．作部およひ
農村政治部の 5つの機構である。

から65りまでの 1海市における党の行政担当機構

の幹部数が第19表のようになっていた。

2. 行政管理の二重指海・管理体制

中国の行政機関の指導・酋理レベルは多い。た

とえば， 上海市編制委員会幹部の終士徳は「上海

Wi行政機構の現状およひ幾つかの間題について

の考察」（「 1：海市行政機構的状況和対若干問題的探

討」）という論文0)中で， ［場～公IIl～主管昴～

委員会（弁公室） ～市政府といったような上海市

における工業指導・管理体制の 5つ0)レペルを指
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第3図 l.^加市における党と政府の［業指材・管理

レベル (1985年）

'- -・・・-.. -···、•一9•

l．．場」も～ 1；場の党委員会～公d]の経雌（社長）～公ぃl(J)党委

H会～ i:管局～t管局の党ク）レープ～1行政府の委員会（弁

公室）～1打政府～市政府の党グループ～市党委員会．［業工

竹委員会～1|i党委員会

（出所） 第2表と同じ (203ページより筆者作成）~

摘したiii2しここて補足しておくと，巾政府の委

員会（弁公室）を除くほかの 4つのレベルにおい

で党委員会ないし党グループか重複して機能して

いたのである。 1985年．市党委員会工業」：作委員

会が設立されたことによって，上海市における党

と政府の」＾＿薬指導・竹暉レベルは第3図U)ように

なっていたと思われる。

lr1営工場から上海巾の最高指羽部である l悔市

党委員会まで11のレベルがある。党の行政担当機

構はその中のひとつのレヘルとして存在する。す

なわち同図においては，市党委員会工業I11委員

会がその機構てある。場合によっては党の行政担

、り機構は 2つ存在することもある。たとえば，

1958年，工業交通の指導・管理には中央財経小組

と中央工業交通部という 2つの党の行政担当機構

か介入していた(ii310 

中共の行政担当機構は行政機関における党グル

ープなどの党組織とともに，行政指導・管罪体制

のレベルを増加させるのみならず，行政機関にお

ける二重指,t7.管理体制の形成をもたらしている 0

すなわち，政府の体制以外に，行政機関に対する

中共の指導・管理体制も機能しているのである。

l詢市のI業指導・竹坪体制を例とするならば，

その二重指導・管理体制は第4図のようになるっ

l̂^ 業管岬を担当する党の事務機構である 1ー海市

党委員会工業工作委員会は，党の工業指導・管理

体制の要である。党の体制と政府の体制との職権
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第 4図 上海itiにおける l：菜のプ＂重指導・管理体

制 (1980年代）
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rli政府の党ク，＇しープ

I 
rli党委け会 l業上作委li会

I i・↑行I,，jり＇；’[クルー／

公9ijd)党委い会

L場の党委li会

（出所） 謬七｛應 1海市行政機構的状況fU若f-IIil

趙的探討」（［t［務院弁公守研究宰枷□中国fr政
管理学初探』北京経済科学出版社 1984年）

74~81ヘージより筆者作成。

は複雑に絡み合っているか，両者の間には一疋かの

分業関係が{f{fすると思われるっ令体からいうと｀

党の指導・管理体制は一般に政府の体制のtにiri

かれる。すなわち市党委員会は 2つの指導・管理

体制の最高決定機構であるc，またIIIl委員会は1,illtか

に，党の各機構および組織を通じて指導を行なう。

そうした中において，市党委員会工業t作委員会

は市党委員会の派出機構として機能し，党委員会

の権力を代行するのである。

二市指導・管卯体制は行政管理の効率を低l、さ

せる。その原因はおよそ次の 3つである。 (l)行政

レベルの増加は lh1部の組織と下部組織の間を1蒻

たせ，下からの報告や上からの命令の伝達に多く

の時間がかかることになる。この時間の浪費によ

って．組織の発展の機会かiiiなわれるのてある，｝

(2)各行政レベルで情報を処理する際，解釈の相違

に起囚する歪みか牛れるいり政レヘルが多いほと，

その歪みが生する可能性か増大する。結局，行政

l刃．の決定およびその執行面に多大な悪影響を与え

中1叶共洋党u)行政担‘11機構

ることになる 0 (3)行政レベル0)附大は管理システ

ムの構造を複雑化させ，組織内の管理の需要を増

大させると詞時に，＇H1狙主義化が進行する環境を

生み出すのてある。

3． 主要な政治問題

ここでは，中共の行政担当機構0)存在か政治的

民主化をはじめとする多くの政治的な問題に関わ

っていることを指摘しておきたい。

近年の政治改革の過程て党は権力組織ではなく

政治組織であるというl：張か見られる。ご(})主張

は中共の指導部においてもかなりの程度受け人れ

られ，政治改革の綱領にも明記された。たとえぱ，

1987年に開催された中ltl共産党冶I三三回令111代表

大会（以下. -t•三全大会と略す）の政治報告は党の

指祁的役割についてふれ，「党の指導とは政治指

祁てある。つまり，政治原則，政治方向，屯大な

政策決定について指導を行ない，国家の政権機関

に屯要な幹部を推薦することてある。国務に対す

る党の政治指導の主な方式は、党の主張を法定の

手続きによって国家の意思に変え，党組織の活動

と党員の模範的役割によって広範な人民大衆をみ

ちびき，党の路線，方針，政策の実現を図ること

てある」(ii1)と述べているのである。しかし，党の

行政担当機構は公共権力を保持し，それを行使す

るも 0)であって，十二。令大会に掲げられた政治改

革の目標と矛盾している。また近年「党政不分」

（党と政府の柚符）の一例として，党の行政担当機

構0){'f在は批判を浴ひている。

また文革以降，中共は政治改革の目標のひと

っとして「法治」（すなわち，法律によるIKld)竹理）

を掲けてきた。 1982年の憲法は，「すへての国家

機閃と武装勢力，各政党およぴ各社会団体，各企

業・事業組織は憲法と法律に従うべきであるj(ii.5)

と明記している。 1982年に開催された中国共産党
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第十二回全国代表大会て採択された党規約も，

「党は必ず憲法と法律の範囲内で活動しなければ

ならない党は必ず国の立法・司法・行政機関，

経済・文化組織および人民団体が積極的かつt動

的に，独自に出「を持って，一致協力して泊動て

きるように保，』しなければならない 1りI6)と規定

している。行政管理は公共的な性格を有する業務

てあり，その方法や組織構成については，法律が

定めるべき問題である。そして，政府の行政機関

こそがその職務を行なうべきでもある，しかし，

現実には，党の行政担当機構が行政管理活動に介

人している，，しかも，それら機構か行使する公共

的な権｝＇］は法律から与えられたものてはなく， 1|I

共の決定によって付与されたものである。この点

で，党の行政担当機構の存在が「法治」という政

治改革の目標と矛盾することは明らかである。

さらに，党の行政担当機構と党の政治的威信と

の関係について述べておく。党の行政fll‘り機構を

はじめとする各種り組織は行政管理0)すべての領

域に介人する，，それは行政機関およひ社会全体に

対する中共の指導を強化するという印象を作り出

す。しかし，その実効性については，議論の余地

が大いにある。もし，その介人によって行政効率

が向上し，社会的発展および国民の利益の拡大が

もたらされたとすれば，党の社会全体における威

信は，凶まり，党の指導は大いに強化されたに違し、

ないしかし， 1iij述のとおり，党のh政担廿機構

の存在およひ行政符理へのl直接介人はii政’k)J中の

低下をもたらす主な要素のひとつである。印象と

は異なり，現実において党の威信ぱ傷つけられて

いるのである。中共の十ぞ全大会の政治報告は，

「党政木分（党政小分と同じ—ー引用者）のもとでは，

党は行政泊動の第一線に立つので，とかく矛h1の

一方の側川i，ひいては矛盾の焦点になりやす lい

40 

と率直に述べているほ7)。従来，中共は行政管理

に腐心し，党の組織，思想およひ規律面での管理

を十分に行なってしヽなかった。しかし，近年，中

共もこの問題を此識し始めた。たとえば，『紅旅』

1987年19期に掲載された「党組織自身の建設を祈

実に実行せよ」い把党的自身建設切実管起来」）とい

う特約評論員の論文は，「長い間中央は党の建設

を党委員会の日常工作として取り上けようと主張

してきたが，党委員会は常に日常的経済工作と多

数の行政事務に追われていた。党の建設は現実に

強化されることなく，むしろ弱体化した。……党

政不分の体制が（党目身の建設工作の弱体化の

,｝l用者）主要な9泉因てある。党政不分と以党代政

（党の行政代行セ義）などのやり方は党をささいな

日常事務に没頭させると同時に，党か自身の建

設およひ主要工作に注目する時間をなくしてき

た••… •J (,I'8)と指摘していた。

党の行政fll‘Li機構と政治問題の関係を見る場合，

政治腐敗にtt[lすることは意味がある。政治屈敗

は発展途上1+..1U)致命的課題である。このことにつ

いては，サミュエル・ P・ハンチントンは，国家の

近代化はその国の政治腐敗を深刻化させるという

事実を指摘した(it9)。周知のように，文革後の中

国において，いわゆる「改革・開放」の政策のも

とで近代化か為速に進展してきた。その結果，ハ

ンチントンが指摘した近代化と政治腐敗(})関連か

実証されることになる。この数年間に，幹部(})腐

敗と不正は中共かlHIhiするもっとも深刻な問題の

ひとつになっている。たとえは， 1990年3月16日

付『人民日報』の報道によると， 1989年に全国の

検察機関は，横領されたり賄賂として用いられた

4億8286万元の人民幣を没収した国］0)。同年の国

家財政の総収人，総女出および GNPは，それそ

れ2919億元：3015位几と 1兆3000億元であるりill‘’ 
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から， 1989年の横領，賄賂に用いられた金額は，

実に国家財政総収人の1.65.［，同総支出の1.60'五

およひGNPU>0.:17'：、；に達していたのてある＼9

| l |＼ こうした政治的腐敗は党幹部に限らす，

社会令体に及んている。しかし，社会的な批判は

まず第 1に i‘党風1寸E」（党の風紀の乱れ）に向け

られている。それはなぜなのであろうか。一般に，

政党と国家組織が分離している場合，ある政党が

政権を担当したとしても，政府の重要ポストにつ

＜党幹部を別とすれは，一般の党員および党の竹

僚組織日休か公］し権力を持つということはなし＼ぃ

政権党そI})ものかll'1接政治的腐敗に在き込まれる

"I能I‘fl は比較 Il’•J少なしべであろう。また川民の代｝<

者として政党は行政官僚と行政機関に対する監督

を行なうことが可能である。しかし，中国では党

の行政担当機構を含む中共のさまざまな組織が直

接的に行政 l•の事務に介人するため｀中共の幹部

と組織が汚職およひ不正事件などに沿染されやす

くなる，，党の'it務機構が行政公，il （公 ,ijてはある

か，丈ばり政機閃とはとんど1,;Jじも()))を設立し、

利益を得るという事実はその典型的な例である。

さらに，党の組織が直接行政権力を行使する場合，

行政組織との関係がより曖昧になる。その場合，

行政機関は党に属する組織であるともいえるし，

逆に党I))中務機構は国家機関の一部てあるともい

える。射ikふ党かh政機関から離れて独自I})、ゲ場

からそれに対する監督を行なうことか困難となり，

腐敗か深刻化するわけである。

4. 党の行政担当機構に対する中共の改革

文革後の最初の時期，党の行政担当機構が文革

前の形態に回帰していく傾向が見られた。各級党

委員会か文革中に撤廃されていた党の行政担:-11機

構を漸次復話させていた。しかし，第ー1・ -lt,IJ□」|l
全会以降，政治'Iii勢に変化が生じた。 L沢束lt、lf代

中国共産党の行政捐当機構

の階級闘争中心論が放棄され，近代化建設が最重

要課題になったのである。そして近代化の実現の

ための改革が本格的に始まるが，その改弟：の一環

として党の行政担‘り機構0)改革も進展していった。

ここでは第十栂l：中全会以降の党の行政担当機

構改革の過程とその主な内容を説明する。

中共指導部は近代化建設に着手したごく初期か

ら，党の行政担当機構の存在が行政効率を低下さ

せ，近代化建設に悪影響を与えることを認識して

いた。そのため，党の行政担当機構の改革が，行

政効率の向l-＿およひ組織・人事の合理化をH標に

開始された。ます，「党政分エ」による党の行政

担当機構0)職権の縮小か図られた。 1980年8月18

日，郎小平は「党と国家の指導制度の改革につい

てー（「党和国家領導制度的改革」）という演説の中で，

国務院から地方の各級政府に至るまで強力な政府

工作系統の形成に触れ，「今後，政府の職権範囲

内のエ作について， It]務院と地方政府は，それら

を討議し決定し文内を配布する。党中央と地方各

級党委員会は指小をせす，決定をFさない 1け112)

と主張した。ここで鄭小平は，党の行政担当機構

について直接言及していないし，行政機関に対す

る党と政府の二重指導・管理体制の問題を提起す

ることもなかった。しかし，行政管理に関する政

府の職権の拡大やり政機関と党の事務機構の分業

関係の明示は，党の行政担当機構の職権の縮小を

意味していたぐまた，党の行政担当機構の組織・

人事構成の合坪化か進められた。 1982年前後には

肥大化した官僚機構およひ人員の精鋭化を目標と

した改革が行なわれた。その改革の中で党の行政

担当機構の撤廃は行なわれなかったが，その内部

組織と人事構成に対する精鋭化が行なわれた。文

吊後の党の行政担背機構の復活の中で，中共中央

文教小組等か復活されなかったのはこの影響によ
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るものであろう(iil:l)。近年， 「1つの機構， 2つ

の看板」という現象か随所に見られるか， これは

機構・人員の簡索化および行政指導の統一を目指

した結果であった口14)0

改革の次の段階は党の行政担当機構の撤廃てあ

る。経済改革および行政改革か進展した結果，政

治改革が中共の改革のH程にのほることになった

経済改革の成功は政治改革を必要としたし，経済

改革の進展に伴い知識人をはしめとする国民の民

七化，政治参加の要求も高まってきた。その中

で，党政関係および政党役割の見直しがせまられ、

ついに十三全大会において党の行政担‘り機構の撤

廃が決定された。同大会の政治報告は―党の指導

方式と活動Jj式の転換に即応して、党の組織形態

と活動の機構も調整しなければならなし、。•••…党

委員会の事務機構は簡素化と精鋭化につとめ，政

府機構と重複している関連部門を廃止し，その管

理している行政事務を政府の関連部門：こ移すへき

である」いt15)と明ボしたのである。ここて廃止す

べきであるとされている関連部門か党の行政担当

機構である。 卜ニ`全大会以前にもすで：こモテル地

区の一部で，党の行政担当機構の撤廃ぱ始まって

いた。たとえば，黒龍江省唸年濱市では市党委員

会の文教工作部，工業交通部，農村工作委員会か

1987年8月の時点で撤廃された（山凡大会以後，

さらに多くの地方で党の行政担当機構か撤廃され

ることになるはすである。しかい現時点では，

十三全大会の方針は完全に実施されているとはい

いがたい。たとえば，各級党委員会の政法委員会

は従来の職権が縮小されたとはいえるか，組織と

して存在し，なお機能している。また廃止された

党の行政担背機構の職権の一部か党委員会のほか

の部門に移されている闇171。第2段階の改革は形

骸化しつつあるといえよう。
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（注 l) 黄曲―党政分開是政治｛本制改革的関鍵所在」

（遅福林・黄海ほか編り部小平政治体制改革思想研究4

北求 作秋出版社 1987年） 53ペーシ

(it 2) 謬 1．徳「 l：海市行政機構的状況和対杓 i••間題

的探lrt （国務院弁公庁研究室紺『中国行政竹理学初探』

北1;( 経済科学出版社 198.:t年） 74~81ヘーシ

(;i.3) 中央教育科名研究所編前掲内 224ヘーシ／

灰松・韓鋼 Iiij掲g自文 15ペーシ。

(ii'-4) rq]国共序党第 i•こ l 口l •,．．．． j 」2ヘーシ

(il 3) 「中華人民共和国憲法 (1982年12月4日中華

人民共和国第 5期全国人民代表大会第 51i11会滋採択）」

（；去学教付組集部資料室編『法規選嗣』北；；｛ 法律出版

H 1983年） 1 ～33ペーシ・ー
(if'. 6 i 「中国共産党第 lここ 1 口 1 ヽ．．．．，•． 84ペーシ

(i「7) M I一;tr 44ペーシ C

(ii: 8) 咋1旗』雑誌特約g’恥倫li「把党的自身建没切

夷管起来」（『新華月報』 1987年1()月号：こ再録） 10ヘーシ，・

（注9l Huntington, Samuel P., Political Order 1、•/I

Clwngin且 s(Jci(h恥ニューヘフン， YaleUniversity 

Press. 1968年 fi9~70ヘーシc

(i i10) r人民Il点凡 （海外版） 1990年3Jll61J。

(i tll) Inl l：紙 1990年3月23H, 3月24H。

(it12) 中共中央文献糾輯委員会編『部小、ド文選』

299ヘーシ

(it13) さらに．党V)行政担‘り機構か減少すると1'」時

：こ、政策研究をt要なIl的とする党委員会〇惰務機構か
増設されてきたようである。党委員会の政策研究機構の

＂姐筐ふ行政機関に対する党の指導方式かミクロ的指導

からマクロ的指導へ、直接的指＃から間接的指導へ転換

したことに関連するのてあろうこ

(it14) ）、津IhJ)党政機構改叩）中て，尺津rfi党委員

会ぱ l-．作部を撤廃し，その代わりに 1：作委員会を没吃し

ているそれら J)［作委員会は市政府U)委員会（弁公室）

V)行板をも掲けなから、実際は1nlーの機構てある。内心

（党内j)職務）と l:（［ （政府の職務）は1nl一人物てあり，

令l(0的責仔を持って［作iこ対する統弔勺指導を打なうへ

党と政府の間U)関係は外部分.l(2つの機構u)間の分業

関係）から'"]ー機構内の内部分上に変わった C 以前と比

へて、機構内部り組織数と人員はそれそれ31;ーと2ぷ―，か

減少した，’経済｛，；．IJ．報』 1986牛llill1|lr

｛注15) 可J囚共産党第十こ恒l・・・・・・』 43ペーシこ

（注16) fll(（l光旧合年，省市各級機関初歩実現党政分
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中l吋共産党の行政捐当機構

聞」（『瞭唱』〔l国内版）新華通い社 1988年第6期） 4 

ページ。

(i i: 1 7) lヽill 
中国語

付表

v 結 lin 

・・

1."

周欠[JU)ように，近代化は中国のもっとも重要な

課題となっているが，この課題を順調に解決する

ために，中国はいくつかの前提条件を満たさなけ

ればならない。政治社会の―柑対的な」安定はそ

の前捉条f|•I}) ひとつである。中華人民共tllLEJU)建

国のさい，中共指・'i1部は，（l）アヘン戦'ff以来の政

治社会の混乱，（2）台湾における国民党I})(f{f.，ア

メリカを中心とする西側の包囲網および11ij内U)}丈

対勢力の残存，（3）国七と人Il規模の大きさ．（4）複

雑な民族構成，（5）地jj分立の伝統，（6)「官僚王国」

の傾向，（7）T業化の推進のための国家の強力な関

与，などの間題を航決するために， ソ連の政治体

制をモテルにし、党組織を中核とした，i：il（しな集伯

体制を；り人した，党の行政担‘ーり機構は，政治、＇訟思

が行政ひ tヽ ては社会全体に浸透するひとつの「段

であり，政治社会の安定装置のひとつでもある。

党の行政担:l.i機構を含む闘度な集権体制は40年

間にわたって，「相対的な」政治的安定を保って

きたが，その問題点は決して少なくなかった。個

人崇什、民ii義d)欠如と創造的な忠杓I})竹 11・,

国民I})利益}'<.iliとl約における障害，；幻lJld)1ヽ餅i,

苛酷な権｝J|妍f卜， i[政に対する党組織u)無制限な

関与，一醒指荘システムおよびそれによる{r政幼

率の低下，大衆に対する無責任な政治，幹部の官

僚じ義等の問題はこの権力体制に密接に関連して

いる。大躍進運動および文化大革命などの失敗は，

高度な几桶休；HIJU)かかえる卜述の間如，点やイ”}1,1か

爆発した紺，来てあるといえよう。実院， 198(）年8

月181I u)郊小‘l，・による党と国家指導制度U)問題），1,1，
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廊IJil消働を辿して犯罪者を改造すること
（刑の一種）

古参幹部

に関する批判にも見られるよう（こ，近年に行なわ

れた政治体制に対する改吊は，中共指導部およひ

中国の国民かこれらの間題点をある程度品識し．

解決しようとするものてあった川 1)。組織・人'h

構成の簡素化．党組織の行政に対する関与への制

限およひ行政効率の向上．を主な目的とする党の

行政担昔磯構に対する改革は、その政治改革の重

要な一環と見られる。

しかし，前述したように，党の行政担‘り機構を

ふくむ政治改吊は一正の成果をおさめたものの，

すべて順調に進んたわけではなく，いまた多数の
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困難に直面している。 (l)c父革は権力の統一を前提

としているが，権力内部の構成を見ると｀改革は

必然的に r既得権益者」に影響をもたらし，かれ

らの抵抗を受けている。＜わえて、郎小平（本制は

毛沢東体制の権力構造を継承しており｀そu)結果、

体制の改律は毛沢東時代に確立した制度やイテオ

ロギーに拘束されている 0 i2)改革は政治社会の安

定を前提としているが，民t化・自由化は，国民

に政権への不満や利益要求を表出することを11J能

にすることを意味する。しかし，中共指導部ぱ，

それまで蓄積されてきた国民の不満を解消し，利

益要求を実現する能力を持っていないりしたかっ

て，部小平体制がこれらの不満や利益要求())噴出

を抑えないと，忌進的な改革かt張されれはされ
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るほと，社会からの圧力は高まり，政権の統治能

カ（カハナヒリテ 1) ：よより制限される。耳しヽ換

えると，中共指導部が政治と経済，および政治的

統制と民主化・自由化のハランスをうまく処理て‘

きなけれは，党の行政担判機構をふくむ政治改革

も最終的には成就しないであろう c

（注 l) 中共中央文献編紺委員会編罰：小平文選"280

~302ベーシc

憎和i｛大学非常勤溝師・慶應義熟大学博f：課程）

〔付記〕 本嘩文の作成に廿たっては慶應義塾大学

（去学噂l;• 山田辰雄教授より懇切な指導をいたたいた

また帝京大学・中村楼蘭専任溝師，その他の方々か

御助｝］下さった。ここによして感謝の意を表したし＼
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